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デジタルメディア技術の
現状と将来
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BD：Blu－ray Disc，DTV：Digital TeleVision，HGW：Home Gate Way，IPTV：Internet Protocol TeleVision 
NGN：Next Generation Network，SNG：Satellite News Gathering
DIGUARD：Distributed Information Gathering and Unifying Architecture for Rapid Deployment
　　　　　　(三菱電機トータルセキュリティソリューション)

インターネット，NGNを中核として，種々の映像音響コンテンツ，情報，知識が利用できるようになる。利用環境は，家庭内でも1台のデジ
タルテレビにとどまらず，家庭内でのコンテンツの共有，車載機器などモバイル端末での利用が進む。また，映画もデジタル配信が進み，従来
は個別システムであったスタジアムの大画面や，車両内の情報などもネットワークでの配信，再利用が進む。さらに，映像配信を用いた監視・
制御システムへの期待も高い。このような環境では，高品位コンテンツ符号化技術に加え，コンテンツ管理，ユーザーインタフェース技術が極
めて重要になる。

デジタルメディア時代のメディア配信と利用分野
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高速信号処理を行うプロセッサ，大容量のメモリデバイ

ス，高速ネットワークの整備を背景とするデジタルメディ

ア技術の発達によって，デジタル放送や，DVD（Digital

Versatile Disk），ブルーレイなどのパッケージ，デジタル

メディアプレーヤー，車載マルチメディア機器など，いつ

でも，どこでも，デジタルメディアを活用できる時代を迎

えた。NGN（Next Generation Network）など新たなネット

ワークの開発も進み，IPTV（Internet Protocol TeleVision）

に代表される放送通信融合，ネットワークを経由したデジ

タルコンテンツの配信など，デジタルメディア技術は今後

飛躍的に普及が進み，まさに社会インフラとなることが期

待されている。三菱電機では，この基盤となる通信ネット

ワークから，端末システムに至るまで，幅広い技術で，デ

ジタルメディア時代を支えている。その中核となるデジタ

ルメディア処理については，高品位映像符号化において先

進の技術で標準化に寄与するとともに，映像コーデック，

IPTV，大画面映像合成，音響技術などシステム構築基盤

技術を整備している。また，大量のコンテンツの効率的活

用，コンテンツ管理を行うための構造化技術を開発，加え

て，種々のコンテンツ，情報を有効に活用するためのイン

タフェース技術にも注力している。これらの先進技術を統

合することによって，家庭，車載機器，列車，ビル管理，

生産ライン監視・制御などの様々な分野で，映像・音響メ

ディアを有効活用するデジタルメディアシステムの実用化

を果たしている。今後は，期待されるメディアの高品位に

向けた符号化技術とその標準化，知的処理を実現する構造

化技術の高度化，インタフェース技術における“使いやす

さ”を更に追求し，高度情報インフラ技術を提供，デジタ

ルメディア社会の更なる発展に貢献する。
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